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（３）一般財団法人素形材センター会長賞 
 

受 賞 者 名  

株式会社ダイヤメット    伊 井   浩 殿 

 

受賞取組の概要  

自動車の電動化が進む中、株式会社ダイヤメットは焼結部品の需要減少という構

造変化に対応するため、新たな成長領域として高周波対応の磁性材料「圧粉コア」

の開発に取り組んだ。 
圧粉コアは磁性粉末を絶縁被膜で被覆して成形するため、高周波領域での鉄損が

少なく、三次元的な形状設計が可能という特長を持っている。電源回路のトランス

に使用されるコアは、半世紀にわたり、フェライトコアを使用することを前提とし

た回路方式が主流だったが、当社は圧粉コアの特性を最大限に生かす小型・高効率

な回路技術の特許を取得し、この新しい組み合わせによる提案を行っている。 
この提案により従来取引のなかった電子部品業界の企業との取引や技術交流の機

会が拡大した。今後は量産技術の改良や適用形状の拡大を進めるとともに、電源の

さらなる高効率化・小型化を追求し、事業の定着と発展を目指している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     圧粉コアを用いた試作基板        ブロック図 

（㈱ダイヤメット提案方式） 
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一般財団法人素形材センター会長賞

受 賞 者 名

株式会社アイシス   内 藤 良 彦 殿

受賞取組の概要

電子部品の多様化、高性能化による高速精密プレス機に対する高精度化、高速安

定加工化が年々求められるようになり、『既存のプレス機を超える精密な自動プレス

の設計・製作を行う』を理念に、会長をトップに製造部、技術部全員で『超精密と

はを全社で考え、実行する少数精鋭の組織』を構築。技術部と製造部との間で人事

交流を図り、製造部員の技術知識向上、技術部員の製造知識向上を図った。国家資

格の取得も奨励し機械仕上げ 1 級、機械測定 1 級等の合格者も年々増え、精密現場

力の向上を図った。技術的にはクランク軸受け、コンロッド軸受けにもスキマの小

さいベアリングを使用する測定技術と組立技術の仕組みを構築、世界一総合スキマ

の小さい超精密プレス機を安定して出荷できるようになり、一般的な従来の滑り軸

受け方式に比較して機械損失を 1/10～1/50 に削減し近年の省エネ環境対応にマッ

チするプレスを提供している。
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